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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第46期

第１四半期
連結累計期間

第47期
第１四半期
連結累計期間

第46期

会計期間
自 2018年４月１日
至 2018年６月30日

自 2019年４月１日
至 2019年６月30日

自 2018年４月１日
至 2019年３月31日

売上高 (千円) 2,152,612 2,104,609 9,769,549

経常利益 (千円) 60,501 84,998 744,976

親会社株主に帰属する四半期
（当期）純利益

(千円) 77,223 54,310 535,824

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 119,679 44,818 675,109

純資産額 (千円) 3,160,717 2,884,690 3,716,113

総資産額 (千円) 4,692,924 4,424,081 5,816,636

１株当たり四半期(当期)純利益
金額

(円) 9.41 6.87 65.32

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 67.4 65.2 63.9

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容に重要な変更

はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用情勢が改善するなか、景気は緩やかな回復基

調で推移しました。一方で、米中通商問題の長期化など、先行きについては不透明感が高まっております。

当社が属する情報サービス業界は、政府の成長戦略を受けた「IoT」や「ビッグデータ」等によるIT利活用の高度

化、多様化による需要増加が見込まれており、IT人材の確保、育成への対策が求められています。

当第１四半期連結累計期間では、流通、製造、保険向けがそれぞれ順調に推移しましたが、クレジット、公共企

業向けの減少をカバーしきれず、売上高は2,104百万円（前年同期比2.2％減）と前年同期を僅かに下回りました。

販売費及び一般管理費が前年同期に比べ減少したことから、営業利益は69百万円（前年同期比61.1％増）、経常

利益は84百万円（前年同期比40.5％増）と増益となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期には

特別利益として受取保険金を計上していたことから、54百万円（前年同期比29.7％減）と減益となりました。

(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、売掛金の回収等による流動資産の減少1,381百万円、繰延税金資産の減

少等による固定資産の減少10百万円等により、前連結会計年度末に比べて1,392百万円減少し4,424百万円となりま

した。

　負債合計は、借入金の返済による短期借入金の減少及び買掛金が減少したこと等により前連結会計年度末に比べ

て561百万円減少し1,539百万円となりました。

　純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上による増加54百万円、剰余金の配当による減少164百万円、

自己株式の取得による減少712百万円等により、前連結会計年度末に比べ831百万円減少し2,884百万円となりまし

た。

　以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末の63.9％から1.3ポイント上昇し65.2％となりました。

(3) 研究開発活動

当社の当第１四半期連結累計期間における研究開発費は、２百万円となっております。

具体的な活動は、分散台帳技術を活用した新勤怠管理サービスの研究開発を行いました。

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 35,800,000

計 35,800,000

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2019年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(2019年８月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,210,960 9,210,960
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株
であります。

計 9,210,960 9,210,960 ― ―

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

　

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2019年６月28日（注） ― 9,210,960 540,763 1,000,000 △61,191 ―

（注）会社法第448条第１項の規定に基づく資本準備金の額の減少及び資本金組み入れ額 61,191千円並びに会社法第

450条第１項の規定に基づくその他利益剰余金の額の減少及び資本金組み入れ額 479,572千円であります。

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2019年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 1,008,500 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 8,201,200 82,012 ―

単元未満株式 普通株式 1,260 ― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 9,210,960 ― ―

総株主の議決権 ― 82,012 ―

　
（注）１．「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が 4,000株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数 40個が含まれております。

２．「単元未満株式」の欄には、自己株式 23株が含まれております。

３．当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため, 記

載することができないことから、直前の基準日（2019年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

② 【自己株式等】

2019年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社クロスキャット
東京都港区港南一丁目
２番70号

1,708,100 ― 1,708,100 18.54

計 ― 1,708,100 ― 1,708,100 18.54

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(2019年４月１日から2019年

６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(2019年４月１日から2019年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,062,894 1,100,387

受取手形及び売掛金 3,074,760 1,432,198

仕掛品 70,846 277,501

その他 53,967 69,153

貸倒引当金 △3,057 △1,418

流動資産合計 4,259,410 2,877,822

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 328,921 329,355

減価償却累計額 △153,299 △157,427

建物及び構築物（純額） 175,621 171,927

工具、器具及び備品 213,439 208,870

減価償却累計額 △145,141 △143,490

工具、器具及び備品（純額） 68,298 65,380

土地 32,998 32,998

その他 5,604 5,604

減価償却累計額 △5,226 △5,274

その他（純額） 377 329

有形固定資産合計 277,295 270,635

無形固定資産

のれん 108,973 100,591

ソフトウエア 31,683 41,283

その他 2,899 20,001

無形固定資産合計 143,557 161,876

投資その他の資産

投資有価証券 855,220 844,406

繰延税金資産 26,410 15,325

敷金及び保証金 216,784 216,697

その他 37,957 37,317

投資その他の資産合計 1,136,373 1,113,747

固定資産合計 1,557,225 1,546,259

資産合計 5,816,636 4,424,081
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 360,964 331,724

短期借入金 300,000 -

未払法人税等 163,313 15,033

賞与引当金 202,310 132,195

その他 532,408 503,163

流動負債合計 1,558,997 982,117

固定負債

繰延税金負債 - 8,042

退職給付に係る負債 428,854 432,314

資産除去債務 91,670 91,846

その他 21,000 25,070

固定負債合計 541,525 557,274

負債合計 2,100,522 1,539,391

純資産の部

株主資本

資本金 459,237 1,000,000

資本剰余金 61,191 -

利益剰余金 3,118,129 2,528,818

自己株式 △349,897 △1,062,090

株主資本合計 3,288,660 2,466,728

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 413,337 405,378

退職給付に係る調整累計額 14,116 12,583

その他の包括利益累計額合計 427,453 417,961

純資産合計 3,716,113 2,884,690

負債純資産合計 5,816,636 4,424,081
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

売上高 2,152,612 2,104,609

売上原価 1,683,181 1,633,351

売上総利益 469,430 471,258

販売費及び一般管理費 426,010 401,303

営業利益 43,420 69,954

営業外収益

受取配当金 9,101 11,602

助成金収入 5,000 -

その他 3,121 3,762

営業外収益合計 17,222 15,365

営業外費用

支払利息 141 129

支払手数料 - 192

営業外費用合計 141 321

経常利益 60,501 84,998

特別利益

受取保険金 62,000 -

特別利益合計 62,000 -

特別損失

固定資産除却損 - 121

会員権売却損 - 150

特別損失合計 - 271

税金等調整前四半期純利益 122,501 84,727

法人税、住民税及び事業税 4,458 7,101

法人税等調整額 40,820 23,316

法人税等合計 45,278 30,417

四半期純利益 77,223 54,310

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 77,223 54,310
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

四半期純利益 77,223 54,310

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 41,587 △7,958

退職給付に係る調整額 868 △1,532

その他の包括利益合計 42,456 △9,491

四半期包括利益 119,679 44,818

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 119,679 44,818

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

該当事項はありません。

(四半期連結損益計算書関係)

該当事項はありません。

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年６月30日)

減価償却費 19,867千円 15,412千円

のれんの償却額 8,382千円 8,382千円

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年６月30日)

１．配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月27日
定時株主総会

普通株式 147,644 18 2018年３月31日 2018年６月28日 利益剰余金

２．株主資本の著しい変動

該当事項はありません

当第１四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年６月30日)

１．配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月26日
定時株主総会

普通株式 164,048 20 2019年３月31日 2019年６月27日 利益剰余金

（注）１株当たり配当額には東京証券取引所市場第一部指定替え記念配当２円が含まれております。

２．株主資本の著しい変動

当社は、2019年５月23日開催の取締役会決議に基づき、自己株式699,600株の取得を行いました。

この結果、当第１四半期連結累計期間において、自己株式が712,193千円増加し、当第１四半期連結会計期間末

において自己株式が1,062,090千円となっております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年６月30日)

当社グループは、情報サービス事業並びにこれらの付帯業務の単一セグメントであるため記載を省略しておりま

す。

当第１四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年６月30日)

当社グループは、情報サービス事業並びにこれらの付帯業務の単一セグメントであるため記載を省略しておりま

す。

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 ９円 41銭 ６円 87銭

(算定上の基礎)

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 77,223 54,310

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

77,223 54,310

普通株式の期中平均株式数(千株) 8,202 7,910

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

2019年８月９日

株式会社クロスキャット

取締役会 御中

有限責任監査法人 トーマツ

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 板 谷 宏 之 印

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 森 田 浩 之 印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社クロス

キャットの2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(2019年４月１日から2019

年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(2019年４月１日から2019年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社クロスキャット及び連結子会社の2019年６月30日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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【表紙】

【提出書類】 確認書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 2019年８月14日

【会社名】 株式会社クロスキャット

【英訳名】 CROSS CAT CO., LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長 井上 貴功

【最高財務責任者の役職氏名】 該当事項はありません。

【本店の所在の場所】 東京都港区港南一丁目２番７０号

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

　（東京都中央区日本橋兜町２番１号）
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１ 【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

当社代表取締役社長井上貴功は、当社の第47期第１四半期（自 2019年４月１日 至 2019年６月30日）の四半期

報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認いたしました。

　

２ 【特記事項】

確認に当たり、特記すべき事項はありません。
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